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論 文 内 容 の 要 旨
本 研 究 の 目的 は、 あ るモ ロ ッ コ 出 身 「移 民 」 の集 団 を 対 象 と し、 「移 住 先 」 で あ る フ ラ ン ス
都 市 部 と 「出 身地 」 で あ るモ ロ ッコ農 村 部 の双 方 にお け る彼 らの 生 活 と、 両者 を 結 ぶ 「移 動 」
の 実 態 と を 「多 現 場 」 民 族 誌(multi-sitedethnography)的に 記 述 す る。 さ らに そ の こ と を 通
して、 グ ロー バ ル 化 す る現 代 世 界 の 中の 「移 民 」 とは ど うい う もの な の か 、 ま た 「移 民」 の文
化 は どの よ う な変 容 を遂 げ る も のな のか を考 察 す る こ とで あ る。
本 研 究 が 対 象 とす る集 団 は、 モ ロ ッ コ 中部 に位 置 す るタ マ ジル ク とい うベル ベ ル:方言 を話 す
人 々 か らな るサ メル 村(仮 称)と い う 同一 村 落 か らフ ラ ンス に渡 った 人 々 とそ の 子 孫 た ち で あ
る。
序論 で は、 文 化 人類 学 で な され た グ ロー バ リゼ ー シ ョン と移 民 研 究 、 フ ラ ンス に於 け る移 民
研 究 、 文化 人類 学 に於 け る マ グ レブ研 究 を通 して 、 以 下 の よ うな3つ の課 題 を指 摘 した 。
第 一 は、サ メル 村 の置 か れ た状 況 と同村 か らの移 住 の 実 態 を明 らか にす る こ とで あ る。特 に、
サ メル村 に お け る親 族 関 係 や 地 縁 関係 とい っ た社 会 組 織 と移 住 現 象 と の関 係 、 そ して 移 住 先 に
お け る新 た な社 会 関係 の形 成 の 問題 を検 討 す る。 第 二 は、 移 住 先 で あ る フ ラ ンス で 生 活 す る 中
で 生 じる社 会 ・文 化 変 容 の実 態 を 明 らか にす る ことで あ る。 特 に、 彼 らが フ ラ ンス で 暮 らす う
ち に生 じた 親 族 組織 や 価 値 体 系 の変 容 の 問題 を検 討 す る。 第 三 は、 移 民 た ちが フ ラ ンス 移 住 後
も維 持 し続 け るサ メ ル村 との つ な が りの実 態 を 明 らか にす る ことで あ る。 特 に、 そ の よ うな つ
な が りが彼 らの ア イデ ンテ ィ テ ィに どの よ うな影 響 を 与 えて い る のか とい う問 題 を検 討 す る。
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以下 本論 の構 成 は、第2～3章でサ メル村 か らフラ ンスや 国 内都 市部へ の移住 の過程 につ い
て、第4～5章 で フランスでの生活 につ いて、第6～8章 で出身地 との関係 につ いて論 じた。
そ して終章で、移民 とグ ローバル化 に関す る研 究、 移住先 における移民の受容 と移民文化 に関
す る研 究 と、 アラブ文化の特質 に関する人類学的研 究 に対す る本稿の理論的寄与 について言及
した。
第2章 では、サ メル村か らフランスへの移 住の過 程 を明 らか にした。サメル村か ら外国、 特
にフランスへ の人 々の流れは、 フランス軍への強制的な従 軍か ら始 まった。 その後、 フランス
で職 を得た者の縁故 をた どることで、 サ メル村 か らフランス に渡る労働者は増加 していった。
労働者が新たな移住労働者 を呼び寄 せる とい う移 住の連鎖 は、 初期の頃は父系血縁集 団の中
に閉ざ されて いた。多 くの世帯では、移住 者か らの送金が家計の中で主な収入 源 となっていた。
そ こで村 には外 に目を向 ける移住予備軍が大勢 いた。 フランス経済 が好調 になった1950年代後
半か ら、彼 らは親族関係だけではな く、同村 出身者 とのつなが りを用いて雇用 先 を紹介 して も
らって、続 々 とフランスに渡っていった。や がて移住 の流れは、 村か らだけではな くな り、 モ
ロッコ国内の都市部 にも及び、 都市部 に移住 したサ メル村 出身者 も、再度 フ ランスに向けて渡
り始 めた。
移 住の流れ の中で大 きな転換点 とな ったのは1974年だ った。 この年 の法改正 によって、労 働
者 としてのフ ランスへの移住 は禁止 されたため、家 族呼び寄せや 留学の形で しか行 けな くなっ
た。 その後 は、学歴を持 ったエ リー ト層が遅 れてきた移 民 としてフ ランスに入 国 し始 めた。
パ リ及びパ リ近郊 に住むサ メル村出身者 の1999年にお ける居住 ・職業分布 を見 る と、父 系親
族 による大 きな偏 りは見 いだせず 、村 を単位 として サ メル村 出身者 が集 まって いる ことが 分
かった。 したがって、サ メル村 か ら海外 への移住過程 に関 しては、父系出 自の血縁 関係 よ りも
村 とい う包 括的な地縁 関係の枠組 みの方 が重 要だ とい うことが明 らか となった。
第3章 では、サ メル村 か らモ ロッコ国内への移住 について、職 探 しや居住地探 しのために誰
を頼 ったのか とい う相互 扶助 関係 に着 目した。サ メル村 出身者 は都市へ移住す る際に、父 系出
自集 団及 び同村 出身者 とのつなが りを用 いてお り、 それ らが都市 生活 を支 えて いた。村 人が都
市 に移住す る際 に頼るのは、母村 で築 いた地縁 ・血縁 関係 であった。 したがって、移住 先を決
定 す る段 階で は、経 済的理 由よ りも社 会的 なつなが りの ほ うが重要 だ とい うことが 明 らか と
なった。
村 か ら移住 する者は、移住 当初 の宿 を探す に して も、職 に関す る情報 を得 るに して も、 自分
が属す る父 系出 自集 団に限る ことな く、地縁 関係 としての村 出身の人々を頼 っていた。特 に 自
分 が学校 に行 く、 高収入 の職 を得 る といった特定 の 目的を持 っている場合 には、 同 じ父 系出 自
集 団に属す る者ば か りではな く、サ メル村 の枠組み の中で最 も自分の 目的にふ さわ しいつなが
りを用 いよ うとした。 つま り、二者 間関係 を用 いて、サ メル村 の者は移住 の際の援助 を受 けて
いた。
第4章 で は、 タマジル ク語 でダ ッカー トと呼ばれ、 しば しば 「家族」 と訳 され る集 団に注 目
した。サ メル村 ではダ ッカー トという言葉 を、基本 的には世帯 を指す語 として用 いていた。 し
か し、彼 らは、 ダ ッカー トとい う言葉 をそれ よ りも広 い近 隣集 団や父系親族、 さ らにはサ メル
村全体 を含 む複数 レベル の集 団を指す のに も用 いて いた。
モ ロッコか らフ ランスに渡 った移 民は、移住 当初 受け入れ地 に形成 した居住単位(世 帯)を
擬似 的な家族 とみな し、 それをダ ッカー トと呼んだ。 ダ ッカー トには、 兄弟や 父系の親族だ け
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で な く、 フ ラ ンス で 知 り合 った 職 場 の友 人 も含 まれ た 。 そ こに含 まれ た 人 々 は、 フ ラ ンス社 会
で お 互 い助 け 合 いな が ら生 活 して いた 。
移 民 た ち は 、 フ ラ ンス へ の 定 住 志 向 を強 め る につ れ て 、 モ ロ ッコ か ら 自分 の 家族 を 呼 び寄 せ
始 めた 。 サ メル 村 で は 拡 大 家 族 が 見 られ た が 、 移 民 が フ ラ ンス で 形 成 す る 世帯 は核 家族 が 半数
を超 えた 。 移 民 世 帯 の 核 家 族 化 傾 向 には 、 移 民 を取 り巻 く2種 類 の 状 況 の影 響 が 強 か っ た。
1つ には 政 治 的 ・経 済 的 状 況 が あ っ た。 フ ラ ンス が1974年以 降 新 規 の移 住 者 を受 け入 れ な く
な った た め に、 モ ロ ッ コか ら兄 弟 や 親 族 を呼 び 寄せ る こ とが で き な くな っ た。 さ らに、 移 民 た
ち が フ ラ ンス で つ いた 職 場 の影 響 が あ っ た 。 彼 らは、 村 で従 事 して い た農 業 の よ う に 一定 の土
地 で行 う仕 事 で は な く、 勤 務 地 の移 動 が伴 う様 々 な職 種 に就 くよ う に な り、 転 勤 の た め居 住 地
を 変 え る よ うに な っ た。
も う1つ に は、 特 に フ ラ ン ス で 生 まれ 育 っ た第 二 世 代 に多 く見 られ る のだ が 、 周 りの フ ラ ン
ス社 会 か らの影 響 が あ っ た。 フ ラ ン ス の子 供 た ち は親 元 を離 れ る のが 早 く、 高 校 卒 業 とと も に
自立す る者 が 多 い。 そ こで 、 移 民 の子 供 た ち の 中 に は、 友 人 た ち と と も にで き るだ け早 く自立
しよ う と考 え、 行 動 す る者 が 出 て き た。 彼 らの 自立 は、 背 後 に父 親 の権 威 に対 す る抵 抗 が あ る
場合 が多 か っ た。
この よ うに移 民 が フ ラ ン スで 形 成 した拡 大 家 族 は分 裂 す る傾 向が あ った が 、 か た ち を変 えな
が らダ ッカー トは残 って いた 。 移 民 た ち は、 自分 の 兄 弟 や 親 族 が 留 学 生 と して フ ラ ンス に渡 っ
た時 は、 彼 らを 自宅 に住 まわ せ て いた 。 また 、 彼 らは 近 隣 に住 む 父 系 親 族 とダ ッカ ー トと呼 び
合 い、 親 密 な 相 互 扶 助 関 係 を維 持 して いた 。 ダ ッカ ー トの 仲 間 は 引 っ越 しや 病 気 の 際 の看 病 な
ど、 重 要 な 場 面 で 援 助 を期 待 す る こ とが で き、 最 初 に援 助 を請 うべ き相 手 で あ っ た 。 離 れ て 生
活 す る よ う にな った 子 供 た ち も、 親 の 家 を時 折 訪 れ 、 金 銭 的 に援 助 す る こ と もあ った 。移 民 た
ち は、 フ ラ ンス にお いて も、 出身 村 落 で 見 られ た よ うな 親 族 間 で の さ ら にダ ッカ ー ト間 で の 相
互 扶 助 を実 践 して いた 。
しか し、 移 民 のつ な が りは 、 同村 出 身 者 の問 で 閉 ざ され て い るの で は な く、 フ ラ ンス 社 会 の
中 に広 が っ て いた 。第5章 で は 、世 帯 を 越 え て移 民 た ち が 形 成 した広 い つ なが りを見 る た め に、
近 隣 関 係 、 カ フ ェで の 話 仲 間 、 移 民 団 体 を取 り上げ た 。移 民 た ち は 出 身地 とは 関 係 の な い友 人
を職 場 、 学 校 や 家 の そば で つ く るよ う にな っ た。 そ の よ うな 新 しい 人 々 との 関 係 は、 男性 を 通
じて 生 まれ る こ と もあ る が 、 よ り多 くは 女 性 を通 じて 知 り合 う こ とが 多 か っ た。
移 住 当初 は 、 フ ラ ンス 語 能 力 が 十 分 で は な い 女性 、 特 に既 婚 女 性 た ち に とっ て、 知 り合 い に
な れ る者 は 、 タ マ ジル ク 語 や ア ラ ビア 語 を話 せ る 同 村 出 身 及 び 同 地域 出 身者 に 限 られ て い た。
しか し、 フ ラ ンス で の 滞 在 が 長 期 化 して 、 彼 女 た ち の フ ラ ンス語 能 力 も向 上 した り、 フ ラ ンス
語 に た ん の うな モ ロ ッコ 都 市 部 出 身 者 が 増加 して くる とや が て、 フ ランス で の地 縁 関係 に基 づ
く関 係 が形 成 さ れ る よ うに な っ た。
近 隣 に住 む 者 の 間 で見 られ た女 性 間 で の友 人 ど う しの つ き あ い は、 家 族 ぐる み の つ き あ い に
発展 した。 彼 女 た ち は、 日々 の茶 飲 み 話 、 もの の貸 し借 りや 買 い物 に一 緒 に行 くな ど、 日常 生
活 の 中 でお 互 い に助 け合 っ て い た。.彼女 た ち の 問で は、 冠 婚 葬祭 に参 加 し、 助 け合 う こ とも求
め られ て い た。 や が て、 彼 女 た ち の つ き あ い に夫 た ち も組 み込 ま れ て い っ た。
各 世 帯 の 出 来 事 や うわ さ を 知 る た め に も、日々 の っ き あ い が必 要 だ っ た。近 隣 に住 む 人 々 は、
うわ さを用 い て 周 囲 の 人 々 を評 価 し、 不 正行 為 が あ っ た 時 に は非 難 して い た。 こ う して、 出 身
地 の 異 な る 人 々 の凝 集 力 が 高 まっ て い っ た。
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続 いて 近 隣集 団 を越 え た つ なが り と して 、 カ フ ェで の話 し仲 間 に着 目 した。 カ フ ェ とは 、 同
村 出 身者 が 集 ま るだ けで は な く他 地 域 ・他 国 出身 の移 民た ち と 出会 い、 話 を して 楽 しい一 時 を
過 ごす 場 で あ っ た。 移 民 の 中 に は、 日常 の余 暇 時 間 を とも に過 ごす 相 手 が 、 同村 出 身者 だ けで
はな く、 近 隣 に住 む 様 々 な国 か らの出 身者 に も広 が り、 他 地 域 ・他 国 出身 の 移 民 と も友 人 にな
る者 が 現 れ 始 めた 。 そ れ を示 して い る のが 行 きつ け の カ フ ェで あ る。 移 民 た ち の 中で は 、 同 村
出身 者 が 集 ま る カ フ ェだ けで はな く、 自分 の家 のそ ば に あ って フ ラ ンス 人 が 多 く集 ま るカ フ ェ
を も行 きつ け にす る者 が 現 れ 始 め て い た 。 こ う して 、 フ ラ ンス にお け る地 縁 関 係 に基 づ い た 近
所 づ き あ い のネ ッ トワー クが 形 成 され て い った 。 社 会 的 に も、 経 済 的 に も フ ラ ンス 社 会 に適 応
して い った 者 は 、 フ ラ ンス 社 会 の中 で 、 自分 た ち の 出身 地 に制 約 され る こ とな く、 徐 々に 新 し
い関 係 を築 いて い った の で あ る。
サ メ ル 村 出 身 者 が 主 要 な 成 員 と な っ て い る 移 民 団 体AssociationdesMarocainsenFrance,
DepartementdeParis-75(フラ ンス に お け る モ ロ ッ コ人協 会 パ リ支部75。以 下 略 してAMF-75
と表 記 す る)の 活 動 に注 目 し、 彼 らの 言 語 や 宗 教 観 の 変 容 につ い て 明 らか に した。 この会 の活
動 には 、 以 下 の よ うな2つ の 特徴 が あ った。
第1の 特 徴 と して 、 会 の 活 動 目的 が モ ロ ッコ 人 の み を対 象 に して い る の で は な く、 出 身地 や
出 身 国 に と らわ れ ず ム ス リム を対 象 と して いた 点 で あ る。AMF-75の活 動 を主 に行 って い る 者
には 、 サ メ ル 村 出 身 者 も多 数 含 まれ て いた。 しか し、 彼 らは 出 身 地 域 の 人 々 との み連 帯 を 強 め
る の で は な く、 さ らに幅 広 い 人 々 との 関 係 を築 いて い っ た。 そ の た め 、AMF-75では、 子 供 た
ち に教 え られ る言 語 は 、 タ マ ジ ル ク 語 で も、 モ ロ ッコ 方言 ア ラ ビア語 で もな く、 正 則 ア ラ ビ ア
語 で あ っ た 。
第2の 特 徴 は、AMF-75のイ ス ラー ム に対 す る態 度 で あ る。 彼 らは、 宗 教 的 規 律 を緩 和 して
い た。 供 犠 祭 の祭 りの 間 に、 飲 酒 を して い る者 さ え い た。 語 学 教 育 の場 面 で も、 宗 教 的 な側 面
は で き る だ け 排 除 して い た。
AMF-75の活 動 か ら、 この 団体 を主 に運 営 して い るサ メル 村 出 身 者 の ア ラブ ・ム ス リム 文 化
とフ ラ ンス 社会 と 自分 との 関係 を見 る こ とが で き る。 彼 らが望 ん で い る の は、 フ ラ ンス 社 会 に
完 全 に 「同化 」 す る こ とで は な く、 か とい って 狭 隆 な 出 身地 主 義 や イ ス ラー ム 「原 理 主 義 」 に
陥 る こ とで も な い。 子 供 た ち に は、 「普 遍 的 な」 正 則 ア ラ ビ ア語 を教 え て い る。 宗 教 に 関 して
も厳 密 な 教 義 を 守 る こ と を主張 す る こ とは な く、 様 々 な活 動 の宗 教 的意 味合 い を弱 め よ う と し
て い る。 た とえば 、 ラ マ ダー ン 開 け の供 犠 祭 で は 、 儀 礼 をす る ので はな く、 共 に食 べ 、 共 に踊
り、共 に語 り合 う こ とで 、様 々 な地 域 や 国 か らの移 民 間 の連 帯 を強 め、 フ ラ ンス社 会 と 「共 存 」
して い く こ とを確 認 す る機 会 とな っ て い た。 フ ラ ン ス社 会 へ 適 応 しなが ら、 な お ア ラブ 的 な ア
イ デ ン テ ィ テ ィ を子 供 た ち に与 え よ う と して い る こ とが 分 か る。
第6章 で は、 移 民 た ち の 帰省 を取 り上 げ た 。 初 期 の移 住 者 に と って 、 村 に帰 る こ とは 「自分
が 本 来 い る べ き場 所 」 に帰 る こ とを意 味 して いた 。 そ こで 、 彼 らは 村 に帰 る時 期 を農 作 業 や 儀
礼 が 行 わ れ る時 期 に合 わせ 、2ヶ 月近 く村 に滞 在 して いた 。 彼 らは帰 郷 す る と、 そ れ まで 村 を
離 れ て い な か っ た か の よ うに平 常 通 り農 作 業 を行 い、 村 の 日々 の活 動 に参 加 して いた 。
しか し、 フ ラ ンスで の 生活 が 長 期 にな る と、 移 民た ち は 村 の 生 活 暦 に反 して で も、 フ ラ ンス
で の 生活 や 職 の必 要 性 に合 わ せ て 帰 省 時 期 を決 め な けれ ば な らな くな った 。 そ の た め 、 帰 省 は
フ ラ ン ス で バ カ ン ス の 時期 の8月 に、 期 間 も2～3週 間 に短 縮 して 行 うよ う にな った。
移 民 た ち は、 短 縮 した帰 省 期 間 の 中で 、 モ ロ ッ コ国 内 都 市 を訪 れ な が ら、 サ メル村 に 向 か う
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よ うにな って いた。それは、各地 に点在 し普段会 うことはできない親族 たちの家を訪 れ、宿 泊
す るためで あ り、 また姻族や 同村 出身都市民 と会 うためであった。
帰省 中の行動 も変化 した。彼 らは、モ ロ ッコに住む親族 を連れて国内の観光 地、特 に海岸 沿
いにある リゾ ー ト地 を訪れ、 いわばバ カンス を過 ごす ようにな った のである。 これは、モ ロッ
コに住 む者 の余暇 の過 ご し方 にも影響 を与 えて いた。
初期 の移住者 に とって、モ ロ ッコとは帰 るべ き故郷で あ り、 日常生活 を営む場であった。 移
住者 自身、 フランス滞在は 「一時的」な ものと考えて いた。モ ロッコに住む彼 らの家族や親族
も、移 民はいつか はモ ロッコに帰 って くると考えて いた。そ こで、多 くの移 民一世 にとって、
モ ロッコへの帰郷は、村 におけ る地縁 ・血縁関係で結ばれている者、す なわ ちダ ッカー トとの
関係 を再確認す るとともに、 自分の村 へ の帰属意識を表明する機 会で もあった。
それ に対 し、移民第二世代 にとっては村は異なる意味 を持っていた。移 民二 世の中では、 フ
ランスや村で の体験か ら村への対応 が二つ に分かれて いた。 フランスで人種差別体験 を持 った
者 の多 くは、村 に自分たちの 「根」 を求めて、母語 を学ぼ うとし、村 の 自然環境 を誇 りに して
いた。その一方で、電気 や電話が通って いない村 の生活の不便 さや、村 でもフラ ンスでも女性
の行為 を監視 しよ うとする視線の煩わ しさか ら、村 を嫌 う者 もいた。 前者 はモロ ッコやサ メル
村 を自分のアイデ ンテ ィテ ィの拠 り所 と見な していたが、後 者はモ ロッコやサ メル村 出身 とい
う属性 を 自己のアイデ ンティテ ィか ら排 除す べきもの と捉 えるようにな って きたので ある。
第7章 では、移 民たちが国境 を越 えて行 っていた名誉競 争に注 目した。 これ まで地 中海地域
を中心 に行わ れてきた 「名誉 と恥」 とい う価値体系 に関す る研究で は、 「名誉 の文法」 を共有
する集 団は 日常的に出会 う近 隣に住 む人々か らな り、地理 的に限定 された ものと して捉 えて き
た。 名誉 は競 争 しあ うものであ り、そ のためには相手 の情報 を詳 しく知 る必要が あった。そ こ
で、 これ まで人類学者が調査 した中で は、地理的 に狭 く限定 され た人々が競争 の担 い手 とな る
ことが 自明視 され、 名誉競 争に参加す る者たちの範 囲が問題 とされ る ことはなか った。
しか し、移住が始 ま り、同村 出身者 は地理 的に拡散 して生活す るようにな った。移 民た ちは、
移住先で も、近隣 に住む者、 カフェで会 う者 と頻繁 に情報交換 をす るよ うにな った。 さらに、
通信技術 の発達が世界 を縮小化 させた。 フランス に住む移民は、電話 を用 いてモ ロッコに住む
者 と頻繁 に連絡 を取 ρ合 う ことが可能 となった。遠 く離れて いて も、お互 いの 日常生活 に関す
る情報やそれぞれ の周 囲に住む人 々の振 る舞 いに関す る情報 をお互 いにや りと りで きるよ うに
なったのだ。 うわ さの伝わ る範 囲が地理的 に拡大 し、地 中海 を挟 んで、移民 とモ ロッコに住む
者 との間で うわ さを共有す る関係が形成 された。
それで、移 民の名誉競争 には移住先 で近隣 に住む移 民ばか りで はな く、モ ロッコに住む家族
まで もが影響 を与え るよ うにな った。 名誉 は、個人 に属す もので あると同時 に家族 のもので も
あった。だか ら、モ ロッコに残 って いる家族が フランス に住む移民 にモ ロッコでの消費競争 に
参加す るよ う促す ことさえあった。一方、移民 にとっては故郷の家族の求め に応 じて名誉競争
に参加す ることが、た とえ故郷 を離れて いて も名誉 を共有す る一つ の家族 に属 して いることを
示す機会 とな った。
さ らに名誉 を競 い合 う相手が広が っただ けではな く、名誉 を賭 ける点 に変化が生 じた。女性
が行 う 日々の振 る舞 いは、モ ロッコに住む者 にとって も移民 にとって も注意 を引 くものであ っ
た。多 くの移民は、女性 の行為が家 の名誉 を左右す るという 「伝統的」な見方 を支持 し、そ の
規範 に基づ いて女性の行動 を律 しよ うと した。 しか し、学歴の高 い者や、幼 少期 にフランス に
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来た者、 フランスで生 まれ育った者は、 女性 の貞操 を重視する見方 に疑問 を持ち始めていた。
また、かつての名誉の源泉であった土地の代わ りに、消費活動が 自分たちの社会的地位 を示
す指標 となった。誰かが新 しい電気 製品を購 入 した り、出身村や都市部 に西洋風 の豪華な家 を
建てた りす る と、それは周囲の者に対す る挑 戦 となった。 挑戦を受けた者は、 同 じ行 為を し、
対抗 しよ うとしていた。移 民たちは、 フラ ンスにお いて も名誉競争に参加する ことで、移 民集
団内における地位 の対等化 をはかって いた。 名誉競 争の場 としての消費生活 とい う現 象は、移
民後g新 しい現 象である。
第8章 では移 民の婚姻 に関 して論 じた。 フ ランス移住 者の婚姻例 に特徴 的なのは、 本人が村
を離れ た移 民一世代で は、サ メル村 を含 むアク ト ・アラム族 内で の婚姻 が多 いのに対 して、移
民第二世代で は、通婚 圏が広 がって いる ことで ある。
フ ランス に移住 して きた移民第 一世代 の場合、 「伝統 的」 に見 られた配偶 者選択、つ ま り親
が決 めた相手 との結婚 を して いた。移 民第一世代 の親 は、子供 の配偶者 を決 める こともあった。
彼 らは、 自分 たち と社会 関係 を持つ人 々、 た とえば親類、 自分 の友 人の中か ら子供 たちの配偶
者 を選 出した。そ こで村落 内及び村落出身者 と婚姻す る例が多か った。
それ に対 して移住第二世代 の婚姻では、 フランスで知 り合 ったモ ロ ッコの他地域 出身者 と婚
姻す る場合が多か った。第一世代 にお いては結婚す る当事者ではな くそ の親が相手 を決 めて い.
たの に対 し、第二世代では 自 ら相手 を選択す ることを求めた。親が誘導す る場合 もあったが、
当事者の 自由意志 に基づ く恋愛結婚の場合 も増加 して いった。 という ことは、第=二世代 の婚姻
にお いては、単 に通婚圏が拡大 しただけではな く、配偶者の選択主体 にも変化が生 じたので あ
る。
しか し、 そのよ うな変化 の中で も、移民たちは名誉 を競 い合 うことを止めては いな い。彼 ら
は消 費行動 によって、 また花嫁代償 の金額 によって、名誉 を競い続 け、 自分たち の 「対等化」
を図っていた。
自由恋愛 に基 づ く結婚 で さえ、過程 を詳細 に見て いくと、親の決定が重要 にな る場面がある。
それ が、花嫁代償 の額 を決定する場面である。移 民たちの婚姻 にお いては、花嫁代償の額 によ っ
て、結婚す る花婿、 花嫁 両者の親が対 等であるか否か を周囲の移民 に対 して示 して いた。親族
関係 または村落社会 の中で、 お互 いの社会 的地位 が明 らかな家族 同士の婚姻 にお いては、花嫁
代償が高額 である必要 はなかった。そ れ に対 して、 移民第 二世代 の婚礼 に見 られたよ うに、お
互 いの社会 的地位 が明 らかでない家族 同士の婚姻の場合 には、花嫁代償 を高額化 し、盛大な結
婚式 を開 くことによって、花嫁 の親が花婿 の親 よ りも、また周囲の移民たちよ りも下位 に立っ
て いない ことを所属集 団に示 さなければ な らなかった。
最 も花嫁 代償が 高いのは、 「名誉 の文法」 を共有 して いるマグ レブ出身者 同士 で、 しか も親
同士 の間 には通婚 関係 も交友 関係 もな く、赤 の他 人の場合である。 この場合、 婚姻 に先立って
相互 の地位 関係が全 くわ か らない状況 にあるか ら、 新婦の側 としては、新郎側 に対 して低位 に
な らな いよ うに高額 の花嫁代償 を請求 しなければな らず、花婿側 は相 手を見下 していない こと
を示すため に、高額 を支払わ なければ な らない。
新婦側 は婚姻 によって、"支配 され る"と 解 釈 され るよ うな花嫁代償 で承 認す ると、 自分 た
ちの名誉 を危険 にさ らす ことにな る。そ して、婚姻 を結ぶ こととなる両家 だけではな く、彼 ら
が帰属す る集 団のそ の他 の成員 も、新婦側 を劣位 と見 なす。そ こで、花婿側 は、花嫁側 の名誉
を傷つけな いようにす るため には、結婚す る両家が社会的 に対等 である ことを周囲に知 らせ な
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けれ ば な らな い。 そ の手 段 が 高 額 の 花 嫁 代 償 な の で あ る。
終 章 で あ る第9章 で は 、以 上 の 知 見 を踏 まえ 、本研 究 が 、移 民 とグ ロー バ ル化 に 関す る研 究、
移 住 先 にお け る移 民 の 受 容 と移 民 文 化 に関 す る研 究 、 ア ラブ文 化 の特 質 に 関す る 人類 学 的 研 究
に対 して 、 ど のよ う に寄 与 し う るか を検 討 した。
本 稿 の移 民 とグ ロー バ ル 化 に関 す る研 究 へ の寄 与 と して 以下 の こ とが言 え る。 サ メル 村 の移
住 の始 ま りは 、 フ ラ ンス の植 民 地 主 義 に強 く影 響 さ れ て い た。 サ メル村 か らフ ラ ンス へ の移 住
の き っか け は 、 プ ッ シュ ープ ル 要 因 理 論 が 想 定す る よ うな行 為 者 の経 済 的 判 断で は な く、 フ ラ
ンス 政 府 によ る徴 兵 とい う国 家権 力 の 行 使 で あ っ た。 移 住 初 期 に は、 フ ラ ン ス政 府 は、 移 民 を
労 働 者 と して 受 け入 れ る規 定 を設 けて い た。1974年に は、 フ ラ ンス 政 府 が 新 規 受 け入 れ を停 止
した 。 この よ う に、 モ ロ ッ コか らの 移 住 は 、 か つ て の 宗 主 国 で あ り中心 国で あ る フ ラ ンス の政
策 か ら大 き な影 響 を受 け て お り、フ ラ ンス側 か らの様 々 な制 約 を受 けて いた 。政 府 だ けで な く、
フ ラ ンス 社 会 も移 民 の 行 動 を制 約 して い る。 た とえば 、 帰 省 す る 時期 や 期 間 は、 フ ラ ンス 社 会
に合 わ せ な け れ ば な らな い。 した が っ て 、 サ メル 村 出 身 の移 民 の過 程 は、 個 々 の移 民 の意 識 や
意 図 よ りも、 フ ラ ンス とモ ロ ッ コ との 間 の 力 関係 とい う構 造 的 な要 因 に規 定 され て い る側 面 が
強 い と結 論 で き る。 本 研 究 は 、 プ ッ シ ュ ープ ル 要 因 論 へ の批 判 を支 持 し、 メイ ヤ ス ー(1977)
や ウ ォー ラー ス テ イ ン(1981)らの 主 張 す る構 造 的 ・歴 史 的 理 論 の 有 効 性 を実 証 す る もの で あ
る。 た だ し、 メイ ヤ ス ー の論 に対 して は 次 の よ うな批 判 を提 起 して い る。
現 在 で も、 周 辺 地 か ら中 心地 へ の 移 住 の 流れ は続 い て い る。 しか し、 そ れ は メイ ヤ ス ー が 想
定 して い た よ うに、農村 か ら都 市 へで は な く、モ ロ ッコ都 市 部 か らフ ラ ンス へ と変 化 して い る。
また 、 モ ロ ッ コが フ ラ ン ス に供 給 す る の は、 単 純 労 働 力で は な く 「頭 脳 」 へ と変 化 して い る。
現 在 で は 、移 民 は 高学 歴 者 で あ り、 大 学 卒業 まで の教 育 費 もが モ ロ ッコ に担 わ され て い る。 メ
イ ヤ ス ー は 、 家族 制 生産 様 式 に よ る 労 働 力 と して の移 民 の再 生 産 を強 調 して いた 。 しか し、 モ
ロ ッコ が果 た して い る役 割 は、 単 純 労 働 力 と して の移 民 の再 生 産 で はな く、 ホ ワイ トカ ラー と
な り うる 人 材 の再 生産 で あ る。 中心 国 に よ る周 辺 の支 配 とい う 関係 の形 は 変 わ らな いが 、 関 係
の 質 は変 わ っ て い る こ とを、 本 研 究 は 示 して い る。
次 に、 トラ ンス ナ シ ョナ リズ ム の理 論 を検 討す る。 本 研 究 で は、 サ メル 村 出 身移 民 は、 出 身
地 との 国境 を越 え たつ な が りを維 持 して い る こと を 明 らか に した。 彼 らは 、 出 身地 に住 む 者 た
ち と電 話 を用 い て頻 繁 に連 絡 を取 り合 い、 年 に一 度 はバ カ ンス をモ ロ ッ コで 過 ご して い る。 そ
して、 移 民 た ち と出 身地 に住 む者 とは、 お互 い の 名誉 を競 い合 う 「名 誉 の文 法 」 を共 有 す る国
境 を越 え た親 族 関係 ・地 縁 関係 を形 成 して い る。 したが って 、 サ メル 村 出 身 移 民 は 、 複 数 の国
家 との 関係 の 中で アイ デ ンテ ィ テ ィ を構 築 して い る 「越 境 民 」 的 な 性 質 を示 し、 国 境 を超 えた
移 民 の ネ ッ トワ ー ク を構 築 して い る。
しか しな が ら、 サ メル 村 出 身移 民 は、 複 数 の 国家 との 関係 の 中で アイ デ ンテ ィテ ィ を構 築 し
て い る 「越 境 民」 だ と断言 で きな い の も確 か で あ る。 モ ロ ッ コや サ メル 村 の 「根 」 を重 視 しよ
う とす る者 もいれ ば 、 逆 にモ ロ ッコや サ メル 村 出 身 とい う属 性 を拒 否 しよ う とす る者 もい る。
ア イデ ンテ ィデ ィ の軸 足 の置 き方 に は個 人差 や 世 代 差 が 見 られ 、 一 様 に 「越 境 民 」 化 して い る
とは言 え な い の で あ る。
ま た、 サ メル 村 出 身移 民 は、 グ ロー バ ル 化 や トラ ンス ナ シ ョナ リズ ム の 理 論 が 示 唆 す る よ う
に、 国境 を超 え、 異 な る文 化 と社 会 シ ス テム の間 を 自由 に往 来 して は いな い こ と も、 本 研 究 の
示す と ころ で あ る。 サ メル 村 出 身移 民 は、 フ ラ ン ス に定 住 して い る者 が 多 く、 フ ラ ンス 社 会 文
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化か らの影響 を強 く受けている。 帰省の期間 も短縮 化 している。サ メル村 出身移民は、国境 と
いう枠 に縛 られな い自由な空間 を形成 している とまでは言えな い。
移民の受容 と移民文化 に関する研 究への寄 与 としては以下の点 を指摘できる。 サメル村 の移
民たちは、移住 当初受 け入れ地 に 「擬似親族 的」 なダ ッカー トを形成 した。ダ ッカー トには、
兄弟や 父系 の親族だ けでな く、 フラ ンスで知 り合 った職場 の友人 な どの非 親族 も含 まれて い
た。彼 らは、移住先 に新 しいダ ッカー トを構築 する ことで、フランス社会 の中に助 け合 いのネ ッ
トワー ク を形 成 しな が ら生活 して い た。移 民 た ち は、本 来 の ダ ッ カー トを 「脱 領 土 化」
(deterritoriazlize)しつつ、 フラ ンス社会 で形成 された地縁関係 を、 出身地 の 「伝統 的」 な用
語法 に基づ いて、親族関係 として 「再領土化」(reterritorialize)して いた のであ る。、
名誉競争 に関 して言 えば、名誉の賭け点 に変化が生 じ、名誉の 「ハイブ リッ ド化」 が進行 し
て いると考 え られ る。名誉競争は、その対象 となる ものが土地か ら購買活 動 に変わったのであ
る。 これは、移民た ちの間で フランスの 「消費」文化が浸透 している ことを示 している。 また、
父系親族男性の名誉 を左右する もの として女性 の行 為 を重視 する慣習 に対 して、 フランス共和
制の象徴で もある 「平等」の観点 か ら批判的な 目が向け られるよ うになった ことも、移 民の名
誉競争 に変化 をもた らしている。 ア ラブ文化 とフ ランス文化 との接触 と交 雑によって、 名誉の
「ハイブ リッ ド化」 が進行 しているのである。
移民た ちは、 「名誉の文法」 を守 り続 けて いるが、 フラ ンス社会 においては、社会 関係 の文
脈が大 きく変化 したた めに、 「名誉 の文 法」 を守 るためには、 「伝統的」な慣行 を変化 させる必
要が生 じたわ けであ る。花嫁代償 の高額化 とは、文化 を維 持す るための変化である と言 える。
最後 に、本研 究が アラブ文化の人類学的研 究 に対 して、どのよ うな意味を持つかを検 討する。
モ ロ ッコ社会 にお ける集 団形成 原理 と しての父 系出 自 と二者関係 の相対 的な重要性 につ いて
は、本研 究では断定的な結論は得 られなかった。父系出自が重要な集団形成原理 として機能 し
ている場面 もあった。た とえば、 国内移住 に際 しては、父系血縁関係のよ り近い親族 に職を紹
介 していた。 フランス に住む者の問では、 父系出 自を共にす る者 をダ ッカー トと呼び、 その他
の移民たちか ら区別 し、特別の義務 を持 った者 と見な して いた。 しか しなが ら、二者関係が重
要な集団形成原理 として機能 してい る場面 もあった。た とえば、国内移住 を行 う際 に、明確な
目的があ る場合 には、村人は父系親族 にとらわれず二者間関係 を用 いて職の紹介や居住地 に関
して援助 を求めて いた。 フランス に住む者の間では近隣関係が発達 し、二者間関係 に基づ いて
日々の相互扶助 を行 って いた。 したが って、 父系出 自の規範は、二者間関係のよ うな他の規範
と常 に共存 して いるというのが、本研 究の知見 であ る。
名誉 と恥 という観念体系は、移 民た ちによって維持 されて いる。移 民た ちは、 「名誉の文法」
に従 い、移住先で も名誉競争 を行 っている し、国境 を超えた名誉競争 にも参加 している。名誉
とは集団 に属す るもので あ り、 さらに各個人 に属す るものであ って、名誉の源泉 とな るのは家
族以外の他 の者が触れてはな らない 「禁止の領域」 を持 ってい ることであ り、 自分の名誉 を維
持す るた めには、他家 の名誉 に対す る攻撃 と反撃か らな る名誉競争 に参加す ることが必要で あ
るということは、本研究か らも明 らかである。
しか しなが ら、名誉 の 「ハイ ブ リッ ド化」 によって、大きな変化が 生 じて いる。 「禁 止の領
域」の内容は変化 して いるし、競争の方法 も、暴力行為 に変わ って消費行動が重要性 を増 して
いる。
従来 の人類学的研究が アラブ文化 の特質 として指摘 してい る要素は、移民たち の文化に も全
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て見 られた。 また、そ の重要性 も再確認 され た。 しか し本研究か ら明 らかな ことは、 重要 な文
化の 「核」 も変化す る可能性 がある という ことで あ り、変化 して も重要な文化 の 「核」 であ り
続け る可能性 がある という ことである。
移民たちは、国境 による制 限を受 けて はいたが、グ ローバ リゼー シ ョンと呼ばれる世界 の縮
小化 によ り、 出身地域 に住 む者 との情報交換や行 き来 をかつてよ りも頻繁に行 うことができる
よ うになった。 そ こで、 フラ ンスに住 むサ メル村 出身移民たちは出身地 に住 む人々 と帰属を同
じくしている共通性 を、 国境 を越 えて 生活 しなが らも感 じられ るよ うになった。彼 らは フラン
スで生活す る上で、 父系出 自を重視 し、彼 らの間では 「名誉」の概念は生き続 けていた。サ メ
ル村 出身移 民は、故郷 の文化 と移民先 の文化 を組み合わせて、国境 を越 えた境 界上に独 自の文
化を作 っている。彼 らはいわば 「雑種化 された文化」 を持つモ ロッコ系 フランス人 として生き
ているのである。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、モ ロッコか らフランスへの移住者 を対象 とし、1997～98年にか けて の15ヶ月間の
現 地調査 を もとに、移 民の文化 の持続 と変容お よびグ ローバル化 との関連 を論 じた もので あ
る。論文は全9章 か らなる。第1章 にお ける理論的考察 に続 いて、第2章 か ら第8章 にわた り、
移住 先(パ リ郊外)を 中心 としつつ、出身地(モ ロ ッコ農村部)、お よび 同村 出身者が多 く住
むモロ ッコの都市で収集 した調査資料 に基づ いて、詳細な民族誌的記述 とその分析 を行 い、終
章である第9章 で、 明 らか に した知見 をまとめ、本研究 を通 してあ らた に提起 される問題領 域
を確認 して論 を閉 じて いる。
第1章 で は、従来 の移民研究、特 にマ グ レブ諸国か らフランスへ の移民研 究 を回顧 し、その
理論的 関心 の変遷 な らび に移民 を取 り巻 く歴史的環境 の変化 の要点 を整理 しつつ、本論の課題
を、1)フ ランスへ の移住過程 とその歴史的変化、2)移 住先での生活 にみ られる社 会 ・文化
的変容、3)移 住者 と母村 の間で維持 され る社会関係、の三つ にまとめている。
第2章 では、モ ロッ コの母村 にお ける社会組織 一家族、親族、村落、部族 一の特徴 を素描 し
た後、移民 の歴史 を三つ の時期 に分 けてそれぞれの特徴 を記述 しなが ら、従 来の移民論の妥当
性 を検討す る。
初期(第 一次世界大戦か ら1950年代 半ば まで)に おいては、両 次大戦に際 しての フランス軍
への徴兵 によって海外 に連れ 出された村 人の'一部が、除隊後 にフランス に居残 るというかたち
で移住が開始 された。 プ ッシュ ・プル論的要 因以前 に、宗主国 フランス に対する植民地モ ロッ
コ という政治的枠組みが作用 して いた ことが指摘 され る。第二期(5σ年代後 半か ら74年まで)
には、 出稼 ぎ的性格 の短期的移住が主で あった。 これは メイヤスーが提起 した資本主義の中心
と周辺 を"還 流す る移民"に 類似す る。 しか し労働者 のフランス滞在期間は次第 に長期化 し、
やがて永住 に転換 して いった。 同時 に、村か ら直接渡航す る単純労働者が減少 し、代わってモ
ロ ッコの都市で教育 を受 けた者た ちが移住す る時代へ と移行 した。74年の フランスの移民法改
正後 は、家族呼び寄せ のほか、留学 の形で渡航 してそ のまま永住す るパ ター ンへ の転換が示 さ
れた。
第3章 では、移住および移住直後の生活 を支えた人間関係 に注 目し、父系親族関係のみな ら
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ず、 母方の血縁関係、 さ らには 同村 出身 という地縁 関係な ど、多様 な、 しか しいずれ も母村 に
お いて築かれて いた社会関係が利用 された ことを明 らか に した。 これ は、モ ロ ッコ研究 にお け
る争点 一最 も重要な社会関係の基盤は父系親族集団か、それ とも多様な紐帯 を操作す る二者間
関係 か 一につ いて、親族関係 を重視 しつつ も場面 に応 じて多様な二者間関係が利用 され ると見
る点 で、 中間的立場の表明であ る。
次 の三 っの章 にわた って、移 住初期か ら現 在 まで を通観 しつつ、移住者 の生活状況 とその変
化が詳述 される。
第4章 では出稼 ぎ労働者的性 格の強かった時期の状況が記憶の語 りを通 して記録 され る。 こ
の時期、村 出身の男たちは親族 関係の有無にかかわ らず 共住 ・共同の生活 を行った。 彼 らは こ
れ を疑似家族 的集 団(母 語で"ダ ッカー ト"と 呼ぶ)と みな した。.外国での生活 への適応装置
と して、出身村で慣 れ親 しんで いた枠 組み を用 いたので ある。"疑似 ダ ッカー ト"に お ける人
間関係 は、 モ ロッコでのそれ(強 い家父長権 によって統 制される)と は異な り、 平等 ・対等 を
原則 と しつ つ、相 互扶助 を強調 する ものだった。
74年の移 民法改 正によ り新規 の労働者 がフラ ンスに渡航 できな くなる と、既 に渡航 していた
労働者た ちは妻子 を呼び寄せて定住 を図るようになった。 これによ り疑似 ダ ッカー トは解体 さ
れ、夫婦 ・親子 関係 に基づ く家族(本 来 のダ ッカー ト)単 位 の生活 に移行 した。 この新 しい
ダ ッカー トがモ ロッコにお ける拡大 家族 的構成 ではな く、核 家族構 成 をとるよ うにな った の
は、経済基盤が異 なっていた ことと並 んで、若 い世代へ のフ ランス的生活様 式の影響 による も
ので あった。
第5章 では フランスでの居住が長期化 した後 の生活 に焦点 が当て られ る。移 民たちは同一 の
地 区 に集住す る傾 向が強 く、近 隣に住 む移民(特 に女性)た ちは母村 における と同様 に 日常 的
往 来や相互扶助 を通 じて緊密なつ きあいのネ ッ トワー クを構築 した。他方、男性 たちは、パ リ
近 郊 に住むモ ロッコ出身者た ちの集 うカフェに出入 りす る ことを通 して、 出身村だ けでな くモ
ロッコ全体、 さ らにはマグ レブ地域か らの移 民たちの間 に、友 人関係 を広げ、 さ らにはフラン
ス人が多 いカ フェに出入 りす る者 も現れて いった。
同村出身者が 中心 となって構成 して いる在仏モ ロ ッコ人協会 の支部 の活動 には、モ ロ ッコ以
外 に もマグ レブ の他地域 出身者 もま じって参加 して いる。そ こで子供た ちに教 え られて いる言
語 は、母語(タ マ ジル ク語)や モ ロッコ方言 のアラビア語で はな く、正則 アラビア語で ある。
ラマ ダ ン明 けの儀礼 は様 々な地域や 国か らの移 民が集 うムス リム としての連帯 確認 の機 会 と
なって いる。 フ ランス社会 との共存 のなか で、"ア ラブ"と いう共 通のアイデ ンテ ィテ ィが生
じてい ることが見て取れ る。
第6章 では、移住者 の帰省 を取 り上げ、そ の意味 の通時的変化 を追 って いる。初期 の移住者
に とっては、帰省 は"本 来居 るべ き場所 に戻 る"こ とであ り、村 の農作業や儀礼の暦 に合わせ
て長期 にわた って帰省 した。 しか しフランスでの生活が長 くな ると、 フランスでの仕事の都合
に合 わせて帰省す るようにな り、期間 も短縮 されて いった。移民たちは村 を訪れ るだ けでな く、
村 か ら各地の都市へ移住 した親族 を訪ねて まわ り、土産 をもってパ リへ戻 る。今や帰省は、.本
拠地 フランスか ら故郷モ ロッコへの旅行 と化 して いる。移民二世のなか には、村へ行 くこと自
体 を好 まぬ者 も現れ始めて いる。
続 く二 っ の章 では、地 中海地域社 会の研 究で注 目され てきた 名誉 と恥 とい う価値 観 に注 目
し、 ジャムス の指 摘 した 「禁止 の領域」(名誉 を賭 けて守 るべ き領 域)お よびブルデ ューの提
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起 した 「名誉の文 法」 とい う概 念を用 いつつ、 その持続 と変容 を解析 した。
第7章 では、情 報の流通す る範囲の拡大 と、そ こで展 開され る名誉競争が論 じられ る。電話
等 の発達 は、母村 の親族 と移住者お よび移住者相互 の間 に、 うわ さを含む情報の 日常的流通回
路 を成立させ た。 うわ さは相互監視 の手段で ある。伝統的 に、女性 の振 る舞 い(特 に性 にかか
わる)は 親族男性 が名誉 を賭 けて守 るべ き禁止 の領域 の一つで あった。 フランス生 まれ の二世
等 には意識 の変化 もみ られ るが、それ は今な お男性 たちの名誉 を左右す る重要な競争 の領域で
ある。他方、経済基盤 の変化 に対応 して、土地所有は もはや禁止の領域ではない。 代わ って 自
動車や電化製品、 さ らにはモ ロッコにヨー ロッパ風 の家 を建て ること、な どの消費活動が新た
な競 争の領域 と して登場 して いる。禁止 の領域 には変化がみ られ るが、名誉の文法 を共有 して
競争す る仲 間世界 は持続 して いる。移 民の定住化は、即ち移住先への文化的同化で もな く、 旧
来 の文化 との決別で もな い。
第8章 のテーマ は婚姻 をめ ぐる慣習 の変化 と持続である。かつては、結婚は親が決める もの
だ ったが、 フランス育ち の世代が結婚期 を迎 えるよ うにな ると、結婚す る当人たちが配偶者選
択 に発言権 を持つ ようにな って きた。 しか しイス ラム教徒 同士の結婚 にお いては、イス ラム法
に基づ く花嫁代償 の支払 いに親の決定が表明 される。低い提示額は新 郎側 か ら新婦側 への低 い
評価 と解釈 される危険があ り、逆 に低 い額の容認は、新婦側か ら新郎側 の能力に対 する低 い評
価 と解釈 され る危険があ る。そ こで親 同士が見知 らぬ間柄で ある場合には、相 互の地位を対等
に保つため に、花嫁代償が高額化す る傾向が顕著である。 これは衆 目の見守るなかで行われる
地位競争の もう一つの現 れであ る。
第9章(終 章)に おいては、本研 究の理論的寄与および今後の課題 として、次 の三点が示 さ
れ る。移民の位 置づけ に関 しては、構造的 ・歴史的理論を支持 しなが らも、 モ ロッコか らの移
民の質が単純労働者か ら高学歴者 に移行 して いることに注 目し、メイヤスー らの理論 に再考察
の必要性 を指摘 す る。 グ ローバル化社 会における移 民を 「トランスナシ ョナル な越 境民」 と捉
える近年の見方に対 しては、移 民の社 会的 ・文化 的 自由度 を過大評価 してはな らない と留保す
る。他方、アラブ文化 にお いて 「名誉 と恥」が 「堅 い核」 をな している とす る議論 に対 しては、
名誉 を賭 ける点 に変化が見 られ る ことか ら、 「変化 しつつ も重要な核 で有 り続 ける可能性」 と
捉 えつつ、 さ らに検 討を続 けるべき課題 としている。
本論文は、 グローバル化す る社会の研究 における"多 現 場的"民 族誌調査 とい う新 しい方法
の実践例 を提示 し、 また従来 の社会科 学における移 民研 究およびアラブ文化研究 で取 り上げ ら
れ てきた主題 にい くつかの新 しい解釈 を提起 している。社 会組織 の分析 には一部 になお精緻化
す べき部分 も残 るが、新 たな民族誌 的知見 は 日本 の人類学 におけるマ グ レブ研究 の発展 に大 き
く寄与する もの と評価す る ことができる。
よって、本論文 の提 出者 は、博士(文学)の 学位 を授与 されるに十分 な資格 を有す る もの と認
め られる。
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